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緊急支援物資を支援先の輪島市門前健民体育館に荷下ろす

新湊（伏木富山港）にて埋浚中部支部からの支援物資を積み込む

新潟市から被災地に向け緊急支援物資を積み込んだ車両が出発

七尾港において「海翔丸」で海上輸送された支援物資を荷下ろす直江津港から被災地に向け海上輸送する緊急支援物資を積み込む
被災した22港

能登半島地震
　　  への対応
能登半島地震
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緊急支援物資対応

各社協力して応急復旧に奔走
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　日本埋立浚渫協会は地震発生後直ちに本部（東
京）と北陸支部（新潟）に災害対策本部を設置した。
震度7を記録した能登半島にある各港湾の被災状
況を確認するほか、国土交通省北陸地方整備局の
要請を受け、ブルーシート、飲料水、簡易トイレ、
食料品、カイロなどの緊急支援物資を海上と陸上
の両方から運搬した。輪島港（石川県輪島市）で支
援物資を荷受けできるよう5日夕までに応急復旧
を行うなど、正月休み返上で対応に当たった。
　被害状況が徐々に明らかとなる中で、国交省、
北陸整備局、埋浚協の本部、各支部が参加するウェ
ブ会議を繰り返し、港湾を中心とする今後の対応
を協議。被災各港の応急復旧や航路啓開作業など
を実施した。
　応急復旧がほぼ完了した今後は、災害復旧工事
を本格的に実施する段階に移行する。特に機能が
著しく低下した港湾については、権限代行制度を
活用して自治体に代わって国交省が災害復旧工事
を進める。北陸整備局では3月に「概ね2年以内に
完了させる」との方針を示した。

港湾の災害復旧工事
　　「概ね２年以内に完了」

輪島港での航路啓開作業。水深を確保するための浚渫

和倉港、和倉港海岸で護岸倒壊や浸食防止に対応

和倉港、 和倉港海岸で土木シート、 大型土のうを設置している様子

（出典：国土交通省HP）

飯田港での航路啓開作業。被災した船舶の引き上げ

新世丸で海上輸送した敷鉄板（通路用）を輪島港で荷下ろす

応急復旧工事対応




